
「せわずき・せわやき隊」活動の目安
１　実施主体　
「せわずき・せわやき隊」（以下「隊」という。）の実施主体は、地域ぐるみで子育て・子育ちを支えるという趣旨に賛同し、主体的に、子どもや子育て中の家庭に対する日常からの声かけや身近で子育て支援を行うボランティア団体等とします。
２　登録
（１）　隊の隊員として登録された者に対しては、実施主体の代表者の発行する「隊員登録証」等を交付してください。
（２）　隊員であることが分かるよう、隊員のワッペン着用や家屋（玄関）へのステッカー等の表示などの工夫をしてください。
３　隊の活動内容
　以下に示す事例は、隊の活動を限定するものではなく、また、一部の活動から始め、随時活動範囲を広げることなどを想定したものです。
　１）　基本的活動
（１）　子育て家庭に対する日常からの目配り、助言、アドバイス
・　子育て家庭が孤立化していないかなどの目配り。
・　子育て経験等を活かした助言やアドバイス。
（２）　地域の子ども・親子に対する声かけ、相談
・　日常生活の中での声かけなどにより、地域の子どもや家庭と顔なじみになるなど、目配り及び相談、あるいは（普段の親子の様子などからの）子育て不安・虐待・引きこもり等のサイン（合図）のキャッチを容易にする環境の醸成。
（３）　市町村等が行う子育て等に関する事業への積極的な参加、親子への呼びかけなど
・　関係者同士の関わりを深めるための地域の子育て関連事業への積極的な参加。
・　親や子どもとのなじみの関係を築くためのイベントなどの際における積極的な呼びかけ。
（４）　地域の関係団体や機関への必要な情報提供
・　子どもや親子に、特別あるいは緊急的な対応・措置が必要と思われる場合における民生委員・児童委員や行政機関等への必要な情報の提供。
（５）　活動における隊員の義務
・　活動上における「個人のプライバシー」への十分な配慮。
・　相談等により知り得た「個人情報」の保護。
・　監視、強制などの「行き過ぎた行為」とならない配慮。
・　「独断・独善的行為」とならない配慮。
　２）　地域の実情に応じた活動事例
（１）　子どもとの遊び、スポーツを通じたふれあい
・　子どもの社会性等を育むため、子ども同士の遊びやスポーツに積極的に参加する。
（２）　子ども会の活動や青少年育成活動等への参加と支援
・　子どもとの関わりを深め、なじみの関係を築くため、子どもに係る行事などに積極的に参加する。
（３）　若年者への積極的な関わり
・　子どものときからのなじみの関係を活かし、若者の相談を受ける。
（４）　子どもの一時的な預かり
・　「一時的な預かり」とは、特別保育事業における一時保育事業やショートステイ事業の考え方を基本とし、子育て家庭等がこうしたサービスを受けることが困難で、育児疲れのほか、買い物や急用等の際に、「身近で気軽に預けられる」ことを趣旨とする。
・　活動が継続し、安心して行われることや、子どもの万一の事故等を想定し責任の所在を明確にするため、預かりに要する実費相当を求めることができるものとする。実費相当には、例えばおやつ代や事故などに対応する保険料などを含めることができるものとする。
・　実費相当の徴収方法は、現金等のほか、会費制、地域通貨制やポイント制などの組み合わせを検討する。
・　市町村は、利用者（住民）への事業の周知を図るための広報等を実施する。
（５）その他結婚、出産、子育て等に関するあらゆる支援活動など
　３）　その他留意事項
・　隊員の活動は、指導や取り調べにならないように注意すること。
・　活動中に危険を感じたとき等は、速やかに関係機関等へ連絡すること。
・　活動にあっては、他の隊員や関係者等（※）と必要な連絡、相談をしながら進めること。
※　児童委員、市町村、総合振興局（振興局）など
４　事業展開の手順例
　　市町村が事務局となる団体が実施主体となる場合の事業展開に係る手順例を示します。ただし、実施に当たっては、圏域、地域の実情に応じたものとしてください。
（１）　実施要綱等の作成
・　市町村の実情に応じた取組内容など、必要な事項等を盛り込み作成する。
（２）　地域のボランティアや関係団体等への呼びかけ、説明等
・　隊への加入者を効果的に募るため、地域の関係団体、機関等（民生委員・児童委員協議会、町内会、老人クラブ、各ボランティア団体、子育て支援団体、教育関連団体、関係政機関等。）を通じて呼びかける。
・　隊の趣旨、参加への呼びかけのための説明会等を実施する。
（３）　地域住民への呼びかけ、説明等
・　住民への呼びかけ等は、関係団体、機関等及び市町村がそれぞれ会報、広報等により、できる限り幅広く実施する。
（４）　隊への加入希望者のとりまとめ及び説明
・　加入希望者を登録簿等に登載し、「隊員登録証」等を発行する。
・　加入者希望者に対して改めて隊の趣旨、活動内容等について説明、研修する。
（５）　活動の展開方法
・　隊の活動は市町村内の全域で行われることが望ましいが、子育て家庭の多寡や隊への加入の状況等地域の実情に応じて、町内会、学区単位等で一部の地域からモデル的に展開することが考えられる。この場合、他の地域への活動の広がりを持たせるよう努めるものとする。
（６）　隊の活動状況等の把握
・　実施主体は、隊の活動状況等を把握する。
・　隊の活動状況等の効率的な把握のため、必要に応じ、町内会・学区等を単位として隊を掌握するリーダー等を定めることとするが、隊員に対する情報提供などを行う必要があることから、選定に当たっては、子どもとの関わりが深く、日常的に活動可能な人材とする。
（７）　活動リーダーの養成
・　地域での自主的活動への誘導と継続性の確保のため、実施主体が主導し、活動の核となる人材を養成する。
５　事故等への対応
隊員の活動中の事故（隊員が他人に損害を与えたことによる損害賠償、隊員自身の事故などによる傷害保険。）に対応するため、ボランティア保険等を掛けることが望ましいと考えます。
６　隊の活動状況等の把握
隊員の登録、活動状況の把握のための基本的事項は、次のとおりとし、実施に向けた事務の細部については、実施主体が実情に合わせて定めるものとします。
（１）　隊員登録簿
・　隊員登録簿には、氏名のほか、個人を特定するため、次の事項のうち、必要最小限の情報を実施主体の判断において記載する。なお、様式は特に定めない。
ア　住所
イ　年齢・生年月日
ウ　電話番号
エ　所有する資格等
オ　その他隊員の把握に必要な事項
（２）　隊の活動状況の把握
・　隊員による定期的な報告会等を実施する。
・　年間報告書等を作成する。
参　考
隊員登録証等の規格について
隊員登録証等についての共通的な規格を示します。
実際の作成に当たっては、地域の実情に合わせて、適宜にデザインをお願いします。
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○ 登録証

　　　※　北海道子ども未来づくり条例のロゴの色は任意（以下同様）

○　ワッペン
北海道子ども未来づくり条例のロゴを入れて下さい。
「せわずき・せわやき隊（隊員）」、「子育て支援」等の語句を記載して下さい。
形状は任意とします。

○　家屋表示用ステッカー
北海道子ども未来づくり条例のロゴを入れて下さい。
「せわずき・せわやき隊（隊員の家）」、「子育て支援」等の語句を記載して下さい。
形状は任意とします。
【留意事項】
北海道子ども未来づくり条例のロゴの仕様については任意としますが、「せわずき・せわやき隊（員）」の語句は必ず使用するよう、配慮をお願いします。
             


　　　　せわずき・せわやき隊


　　　隊員登録証





氏名





上記の者はせわずき・せわやき隊に登録されていることを証します。





平成　年　月　日


　　　             　　　　　　実施主体の代表者　� eq \o\ac(□,印)�
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